
ブロ イ ラ ー肉質改善に関する試験  

軍鵡の利用と保存に関する試験  

横内正芳・清水明良・宮下光男  

目 的  

用肉の生産Ii近年肉用種の改良、ならびにプロイダー飼育技術の改善が進展し、鶏肉の生産   

によって行なわれるようになり＿ブロイラー肉は大衆化されてきた。しかし、これらブロイラー   

ー肉は短姻聞で肥育され．食肉に供されるため、肉質がやわらかく、淡白すぎるなど必ずしも   

肉質、肉殊に対する評判はよくなく、ブロイラーの肉質の改善が要望されるようになった。こ  

のために8本古来より飼養され食鳥の代表であった軍鶏書こより肉質の改善を図るために、軍鶏  

の肉鶏としての基本的な各種の頭項を究明し、プロイラー鶏踵の改良の基礎となる品櫨を確促   

改良することがE約である、このために都における軍鶏の飼遵状況を調査しそれに基づいて導  

入した軍鶏ならびにこれより生産された、軍発サニついて調査した。  

1．試験方法   

川 供試葉色  

普通軍鶏（導入鶏） 誰10羽 雌50羽 これより生産した雌8羽 雌58羽  

離 4d年春 雄272羽 雌24d羽  

47年春 座555羽 雌5【lD羽   

（2J飼養哲理  

飼料iエー般市販飼料を用い、全期間不断給餌とした。絵与飼料と週令は次表川のとおりで  

ある。  

表（1J   給与飼料及び適合  

飼料庭分  ▲ ．l・こ」   

幼すう用  占遇■まで   
cp ld uu u 

空  
」   

大 〝  5D  ”   

成  鶏  

2 0．D   S．D   5．0   粗 蛋 白  粗 服 肪  粗センイ  粗 灰 分         8．0   
1エロ   5．0   5．D   8．0   

14J〕（14）  5．0（5．5）  ス0（2．5）  PO（d．5）   

1d．0（14）  5．5（S．5）  d．0（2．さ）  il∠・5日・5）   

飼
料
義
兵
成
分
 
 （ノ内はA丘12．1以降の成鶏、47年育成に使用   

飼養ほ成鶏、育成ともに、平園方式で、一般管理、衛生等は当場の慣行に従った。胱鶏は   

1堆5雌を基準として収容した。  

－1dl－   



（5一 期間  

産卵期聞  

A d． 5． d・－d 7 2．29   5dl日間  

A占．12．1－Aス11．5ロ   5d5日間  

育成期聞  

4d年と47年の4月－5月に餌付以峰2d週令～5D週令まで   

（A】調奄項日  

成鶏 産卵状態、卵垂、体虔．飼料摂椒酷、就巣状況、ふ化における詩境日、疾病、育成、  

育成率．体育、飼料摂取虔．と殺解体調査等である。  

2．成 績  

（1J産卵鶏の成績  

1）産卵状況  

輩為の産卵数ほ従来の文献によると80－100個的後と記載されている場合が多いが  

その産卵の分布状態ほ判明Lていなかったが今也これらの点を明か》こするために月別Iこそ  

の状況調査した結果ほ別表（2Jのとおりであって、産卵率は4月を頂点として次為に低Fし  

て行き、早い個体でほ8月より、産卵が停止状態と仕り、遅い個体では1ロ月lこ入り停止  

し、回復して産卵を始めるのは12月に入る、慮卵率の鰻高は4月の50．占～55．9％で  

最低は12月の1．5－2．A％で年平均22．8～2う．d％であった。生産卵鬼ほ平均l土52．1  

ダで各月の平均卵廃が一定の方向にないことは就巣の発現や卵垂の個体差等の関係から現  

われたものと思われる。大きなものは占0針繭佼のものもあり、小さなものでは5Dタ以一  

下であるが52－55タのものが多い。倒産日令、初産体毛、初産卵屯l王別表（5】のとおり  

である。最高産卵敷むエ198胤頗イ底51臥平均8＝個であった。  

表（2J 産卵数と卵垂の月別変化  

4   5  d 事 7   8  9  10  皿  12  

如盲  5う．5  5∠．7  54．D    52．1  55．8  55．7  55．1  51．1   〉 
鶏  0  

生   

尋  産卵数   
丁盲   1  ≧0  0 L ＼ ＼   5                             占．97  15．19 5D．d  15．78  10．9118．5占   lヱ4竺 24，1  5．d8  2．50  ＿止4d 1．5  旦生至 1．5  0・9旦」 5．1  う．7d 8∠ヱと   産卵率  2占．8   d4，5    2スd   18．5  74     12．9 22．8  入   慮 j親                      4冒旦  0．74  544  54．0  55．2   就巣鶏  D  4  14  10  12  4  5  □  0   0 4・5旦 1ろ．9  10  2．D   些型止 準則嘩  14．27  1d．18 55，9  11．49  鼠51  8．81 2〔i．4  う，55 い0・8  J．07 占．7  止至5  d．15    占．B5  86＿4    4占0   571  517     4．5  15．8  2．4   25，d  ，2う・d 】5蔓：1   卵 庖  董55・1 」＿  52．る  51．9  5二∠．0  52．1  52．2  5∠i．7  52，5  54．う  d5．8  48．4  51．1   面東頭   5 こ7 堅11   l    4        ＿．＿．    ，0  0  115   

－1占2－   



表（引  4 d年生産親の性成熟状況   

ト 
∴ 

． 

初 産 日 令  

2d5．5日士2＆7  

産卵の速度状況をみると、屈入鶏では22El聞、生産視では21日聞であったが飽も多   

い連産日数ほ2日産卵型が多く、この状況を導入鷲について産卵日数、休産日数を1羽当   

にして月別にその分布をみると別表IAlのとおりで、産卵の最も多い4月で虔産2［1型が  

1ス5％で最も多く、次いで58型1d．5％で年間平均でほ2日型275％、1日型21．7  

％、5日壁＝ フ 8％の分布であり、4月における休塵の型ほ1日型が21．d％、2日型   

8．8％で年間平均では51日型が5d．5％、111型J7％、2日型ま8％の分布であった。  

連座8叡の最大は22亡】で連休では2178聞であった。   

麦（dJ 月別1羽当り平均連座、連休日数の分布  

ー1d5－   



（2J就巣性発現の状況  

就巣性の発掘の状態な産卵の現象的にとらえてみると発現前の適度8教が多いものと産卵   

サイクルに大差ほないが、就巣するもの、産卵中にすでに就巣性が填れ、サイクルがみだれて休  

て休慶し本格的収入巣していく場合が多く、又鳴声を主とした、本格的な入巣の少ないもの  

もあり、中には就巣の現れない個体もある。就巣は5月より始まり5月～ム月をピークとし  

て7月に続き8月に入り減少してくるへ 就奥の発現期の気温ほ1D時測定において14℃以  

上になると発現するようである。銑巣性のある鶏種であるから当然秋期むこも発現するほずで  

あるが．本格的の休産や寡産の状態に入るためか、就業性が外観的の状感では判断し難い場   

合が多い。就巣鶏の月別発現前の達産8数の多いものと、少ないものとを区分してみると表   

（占Jのとおりで、1羽が5国以上の就巣している場合が多かった。  

表（51 月．別就巣鶏の発現率と無就巣鶏  

蓑（占J 成 典 発 現 状 況  

＼くこ   就巣前 休産 就卓    適度8数 日数 日雲  ロ  平均  1．5日  2，4  27  2  平均  鼠D   2．d  22   
休産産卵 休虔 就巣 休産 就巣 休産 産卵  
8数 日数 日数 日数 日数 日数 日数 日数  

8 5．8 d4．占1．5 1Z8 2．8 18．5 5，5 う2，5  

14．d 2∠．9 ム2 52．ロ 4．0 10   5 18  

－1占A－   



r封 饉廉状態と性格  

蛋勢は性格が鹿く、闘争性に富むために、雄ほ勿論のこと雌にあっても飼育途中で入善す  

ることほ困難で集団飼育を必要とするブロイラー飼育では、醐争性の少ないものに改良する  

必零がある。育耽期からの紫組をそのまゝ成鶏への集団としてゆく場合には集団餌酌ま可能  

である。  

闘争が始まるの一丈2過令頃からであるがこの頃は遊技的である。5週目嘆からは激しい脚   

争になっていく。この闘争は頗境の変化、例えば移助したあとに発生しやすいし、突発的に   

激しい闘争が始まる。この頃には昆腐りを多くして闘争雛を隔離していくことが必要で、さ  

もないと多くの廃雛や死亡難を出す結果となる。  

隔離する場合も同等程度に傷ついたものほ額面の慮盛をきたして互につつくことの痛さ書こ  

より、つつくことが止ってくるから傷の同等のものを混飼するように心がける。被隆起度の  

具るものでは浅い方が深い力を死旺至らしめる。  

疾病は採卵染と同じであるが元気でいたものが急死する場合がある。体重の変化ほ別表（7J  

のとおりに雌ほ5月をピークとして9月が最も低下しているが、経でほ11月が最高に達し  

ている。  

表別  体重の 月 別変化  

性  月   う   4   5  9  10   12  2   備 考   
52△7  

型  d7年2月  腱   
貼取  A25．7  dヲ5▼7  A571．  415［l  45d7  4550  A2J17  47るD  A9dO  d92D  d48D  4ddO   

普  
悦董  525．9  2ムP9  19ヱd  5dエ1  d52．D  145．8  

通  
5720   蛙  ユdJ」】  d7年  

偏差  55ま8  54t占  さd5．□  57Z．d  dO99  5114  574．2  5591  597d   

体亀  5022  29〔〉さ  さOd5  
412．5   

蟻  
鈷冊  2928  29S9  515d  5Dld  29占2  2る89  2占11  2718  A7年2月－  

ま25．2   
1ロ月  

552．1  

導入鶏に発生した疾病ほ白血症の内臓型が痘も多く、次いで卵つい症、脱肛であったが．  

4d年産幾では白血症に次いで痛風症、卵つい症等の順であったけこれを月別に発生した状  

態を表示すれば表（8Jのとおりである。  

一1（～5－   



威勢の痛罵別月別発生嚢 （日和ま尋入籍  麦（8）  

8  9  1t）  11  計  平        l    ；5但J 1            （2J  8（dノ  5d．A △占■ 
し            ロ  4＿5            1  4．5        2．   7  51．8    勘        1（1」  4．5 1tl    す一 （1J  0  2  0 （2J  22  100        ：5．5 l  ！払・5）  5ノ：9 担  （28．り  

（41飼料の摂取量と要求率  

飼料の摂取量ほ春季の産卵旺盛朋pこ多く、以降次爵に低下して8月又は9月に最低になり  

秋期に増加している。  

要求率はA占年の12月より鵡査した群では2月から7月の閲が5．A一見dまでの閲で偏  

も良い4月が5．4であり、8月から1月の間ほ175～775と悪く、最高は初産鯛始期の   

12月で7ス5で次が10月の1ロ．7であったが、dる年5月の薫入時より調査した群でほ  

4月から8月までがd．4－8、5の間で9月、10月、2月、5月が10．9～2鼠5の聞で頗  

懸の期間は11月から1月の間で01．2～25d．5の㈲であった。  

1t】1羽当り飼料摂取量と飼料要求率は表pJのとおりである。  

表（9J 飼料摂取量と飼料要求率  

4d増入鶏群  

ー1dd－   



4d年鶏群  

、  d占12  

1日1羽当  

飼料鞭量  
リ ■ 
114．7   

95A9  775△8  1754A  

29dO9  17d28 ＝  

軌 ふ化成績  

5月～5月まで渓喧して＿ 各項について調査したがこの期関内でl王季節の経過と成績の上  

では大差はなく、外戚的には交尾行動は粗雑であるが、授精率ほ85％と予想以上に良好で、   

ふ化率もd8％と良好であり、一般的には寄掛土盛雌の発生が少く、雌が多いと言われその  

ように思い込んでいるむきもあるが、今也の期間内では僅かではあるが雌の発生が多かった（  

これを個体別にみるとその差の少ない場合、雌の多い場合、雄の多い場合など差は認められ  

るが、これらの蓋ヰ＼、産卵全納聞を通じてみれば差が僅少のものになるのではないかと思わ  

れる。ふ化成緻は表（10）一（11）．（12）のとおりである。   

菱（1D）  ふ 化 成 療  

入 卵1無 紹∴ 中 止  

5
 
 
 
∩
〕
 
 

′
b
 
 
只
U
 
 

：：三岳〃  

；：：ぎ〝  

計l い288 
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表（11〕  雛の雌雄の割合  

雄  
入卯年月日  ふ化羽数  

羽 数  率   羽 数∃ 率   
4 占．5．15   108   占1   5占．5   

4．15   102   52   51．0   A 7  A ろ．5          5【I  A 具0   
4．2 7   14 2   7d   5 5．5   d る   4 6．5   

5．12   18 7   105   5 占．1   8 2   4 5．9   

計   55 9   29 4   54．5   2A 5   4 5．5   

4 7．5．21   1d8   8 2   4 鼠4   8 5   5 □．占   

4．11   5 21   18 7   5 8．5   154   A17   

4．2 5   24 0   15 0   5Jl．2   1－1ロ   4 5．8   

l計  7 29   d口 0   54．9   5 2 9   4 5．1   

表（12）   個体別にみた雌雄比の例  

個体  入卵教  籍生数   碓   雌   備  考   
A   S 5   51   1d   15  差の少ない例   

B   4 D   5 5   12   25  雌の多い   

C   5 5   2 5   2 □   5  椎の多い   

（dJ育成の成練  

り 育成状況  

4d年と47年の4月からる月まで、平面の背離箱を使用して百成した結果魯ま別表（15．  

14）のとおりで、初産期までの育成率は棲めて低く、雄ほ25％、雌はA O％前後であ  

った．  

発育体重は雄が雌よりも良く、10遇令で盛は70D～800タ、雌は占d O針鍵匪で  

痛育休垂が1研こ達するには経で12～15遇、唯で14週靂度であった∴．腰間の増体率  

を雌、雄比較してみると、10遇までは雄がやや良好であるが12遇以降で注その差が僅  

か書こなってきている。  

飼料の摂取蟄は鹿が雌より多く、17遇頃から鰍ilt）0ダ以上となり、雌は25遇噴  

から摂取するようをこd7年の調奄ではなったがd d年でv王10Dダ以上の摂取量Iこなゥた   

のが早く、雄は14遡、雌は20適噴からであってこの差Iまd d年度では12遇令より選  

択淘汰を行った結果発生したことと思われ発育体重の上にヰ、現われている。  

・－1d8－   



飼料要求率は1D週で舷雌共にう．4であった。発育J虎鰍ま・表（15，14）のとおりである。   

衷（15）   d7 年の育板既成  

安（1A）   4d 年の育成奴検  

－1d9－   



2）喋康状態  

育成期の健康状腰を雄、雌別にその死因匿ついてみると、筏合によるものが4適合より  

始まり、d退から8遇－こ亘って多く、錦争の始まるこの頃ほ見廻りを充分にし、これらの  

ものを分倒する必要がある。死因の主なるものlエコクシヂウム症、自血症、雄では鏡合で   

ある。これな雌雄別遇令別に表示すれば蓑（15イ▼→ニ）のとおりである。   

表（15） 雌雄別 適合別病偵別表   

仙 47年踵  

何14 7年雌  

ーー170－   



レナd d年雄  

＼－－、   1d    2D  22  2d  2占  

コクツヂウム症  
自 血 症  1  

轄培  
1  1・2   

鏡  台  ‾＼・－・＼      団 占  ム 】15                                                                 2  ロ  5  d  5  l  d5  4B5  

餌 付 不良  8  
8   d．D  

死  d  い   9   5  1  18  1うA   

12  11   58   54  1A   8  A   4  A   5   1  154  1〔10   

計                        ロ            率    恒  4．0  40  125  5．1  29  t5  1．5  1．5  皿  0，4  0－4  A鼠5  

伺4d年雌  

5）解体成績  

餌付より91日令から2Al日令の間でl司じ日今のもの2羽を無作意に摘祀して、解体  

した成績は衷（1占）のとおりであって＿雄は1058令と119日令でRTC歩留が増加  

しているが他の8令ではd5％前後であったっ 精肉歩留は虚大52％＿鹿少41％であっ  

って日今の増減と、歩留の凶係は日令iこおける発育体重が正常であるか否かであるn雌の  

場合でも同じ状況である。日今にあった体‘毛のサンプルが取り出されないことも阪凶して  

いるかもしれない。同じ条件で飼育していても飼育群内における条件が性格の墟弱によっ  

てその環境条件に大きく差を生じているためであるかもしれないし又解体技術による差も  

現われているかもしれない。叉解体成績を体温別にみると蓑（17）のとおりで体重が低く   

ても又早くても民■rCの歩留Iま低下しているが、これは脚、頭、内臓量が増加したためと   

思われるn体竜が1700－200ロタがRTC、肉量、RTC＋可食内臓歩留が良かっ   

た。雌もはばこのような傾向にあった。  

－・171－   



蓑（1る） 日 令別解体成績表  

雄の2AIEl令、雌の228日令の肉量中には共に1ロ0グの脂肪が含まれているりこ   

れを除けば歩留は共をこ48％台となる。   

表（17） 抜重別解体成績  

一172－   



5．要 絶  

叫 軍鶏をブロイラー肉質の改善を図るために．軍鶏の肉幾としての基本的な事項を知るべく  

調査し釆二∩   

（2J産卵性は個体差が大きく兼高198個、最低51個、平均8d個で卵東も大はd Oク．小  

は50タ以下で平均55ダのものが多かった。産卵率I王平均25％であった。産卵を低下さ  

せる雪国には胱巣性が発現することであって70％程度の就巣鴇の発生をみた。これは気温  

14■c以上になると発現してくる。産卵は夏季以降鹿渡に低下する。  

（る）軍鶏ほ性格が強く、闘争性に富むために鰍ま勿論のこと雌†こあっても飼育途中の入香は困   

難である。  

勘 飼料の摂政量は成鶏で年平均1A Dタ前後であるへ  

（5Jふ化成熟ま無頼率約2口％、ふ化率約dO％で雌堆比は短期間内でl土個体的の差はあるが   

ほぼ同比率と思われる。   

（dl発育は1梗に達する週令は雄12週、雌1d遇で飼料費求率は鯉5．597、雌5．859で  

あった∩ 晩熟型の鶏で初産8令2d5．5日・初産体重257dタ、初産卵垂4具dグであっ  

た。   

（7Jl瞬体成紗ま各週令、体重払おけるRTCの歩留は平均約占5％で、肉畳は約d5％であっ  

た。   

仙 育成期間中における死亡の主因は堆にあってii白血病が約A5％、頗合（闘争）55％で   

あり、雌では白血病がdl％、コグシヂ，－ム症19％で白血病Iこよる死亡が14適合より   

発生し若雌期まで傾くため育成率は棲めて慮く50適合で雄2d．5％，雌41．5％であった。  
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